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１ 芝生化事業とは

本事業は、児童・生徒のけがの防止、リラクゼーション効果
や学校周辺の砂塵対策などを図るために平成21年から始まりま
した。

（１）事業の目的

（２）取組状況

毎年２校程度で芝生化を実施しており、令和５年度までに

延べ６７校で芝生化を行っています。



２ 従来の芝生化の流れ
（ポット苗方式）

育苗
横須賀工業高校など活動が
盛んな学校で育苗されます。

選定・調査から始まり、育苗、土壌改良、植付けという流れ
で行います。

選定・調査
植付ける学校を選定します。

植付け
生徒や教職員等で芝生の
植付けを行います。

土壌改良
芝生が育ちやすい環境にします。



３ 芝生の維持・管理について

芝生を維持・管理をするうえで芝刈り、散水、施肥の３つ
の作業が重要です。

②散水

③施肥

①芝刈り

⇒キレイな芝生を維持するためにとても重要な作業です。
（注意：これらの作業を欠くと芝生が衰退・消滅してしまう可能性も・・・）



４ 新しい取り組み(撒き芝方式)

従来はポット苗方式で芝生化を行っていましたが、今年度
は新しい取り組みの撒き芝方式で実施しました。

撒き芝方式とは、別施設の芝生のメンテナンス時に発生する

コアリングカスを使用し、芝生の苗（コア苗）として利用す
る方式です。6月をめどに土壌改良・植付けを行います。

選定・調査 土壌改良
（植付けも行います）



５ 令和６年度の芝生化実績

次の２校で芝生化を行いました。

〇市ケ尾高校ポニーの丘(中庭)の一部

〇岩戸支援学校グラウンドの一部

両校とも新しい取り組みである、撒き芝方式で実施しました。

⇒次のスライドでは、今年度の芝生化した学校の植付けの様子
と植付け後の状態を紹介します。



５－１ 市ケ尾高校の芝生化

【植付け前】
(芝生が衰退)

【植付け作業】

【植付け２カ月後】

⇒しっかりと芝が根付き、現在は体育の授業や憩いの場などに
利用されています。



５－２ 岩戸支援学校の芝生化

【植付け作業】

⇒芝生が復活し、体育の授業などで使用されています。

【植付け前】
(芝生が衰退)

【植付け１カ月後】



６ おわりに

芝生化にあたっては、育苗や植付け、維持管理などで様々な方の協力が必
要となります。

実際に芝生化した学校からは次のような感想が聞けました。

・芝生化以前は砂埃がひどく、周辺住民から苦情もあったが、芝生化し
たことによって砂塵対策にもなり、苦情がなくなって助かっている。

・夏場の体育授業の際に、照り返しが抑えられ、土のグラウンドよりも
体感温度が下がったように感じられた。

⇒グラウンドや中庭等を芝生化すること
によって、砂塵対策、体感度の低下、
憩いの場としての活用、ケガの防止な
どにつながります。



おねがい


